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１．はじめに












































































され、その認証品から生産された製品は、Global Organic Textile Standard（GOTS）などが
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認証を行っている。しかし、現状では、オーガニックコットンはコットン生産全体の 1％にも満
たない。このため、Better Cotton Initiative（BCI）が 2009 年に設立され、オーガニックコッ
トンよりも緩い基準でのベターコットンの認証が開始した。これには Gap、H&M、Nikeといっ























































































※H&Mの売上高（VATを除く）は決算期末である 2015 年 11 月 30 日の為替レート、1ドル＝8.72775
クローネで、Inditex の売上高は決算期末である 2016 年 1 月 31 日末の為替レート、1ドル＝0.923301
ユーロで計算した。
企業名 本社所在国 2015 年売上高（百万ドル） 従業員数
1 Nike 米 32,376 7.1 万人
2 TJX 米 30,945 21.6 万人
3 Inditex スペイン 22,636 ※ 15.3 万人
4 H&M スウェーデン 20.723 ※ 14.8 万人
5 Gap 米 15,797 14.1 万人
6 Fast Retailing 日 13,878 4.2 万人（パートは除く）
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図 2 主要アパレル企業 6社の売上高推移（ドルベース）
出所：各社のアニュアルレポートから筆者作成
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CEOの Peck氏は、2020 年までに 100 万人の女性に教育プログラムを拡張することにコミッ
トした。労働者の能力を高め、労働者の声をより聴くことは、生産性と競争力の向上につながる
（Gap, 2016b, p.26）と認識されている。























































































































































トンをいい、NikeとH&Mが 2020 年までに 100％使用を目標にしている。
































あるとする実証研究は多くある（Dalton et al. 1989; Deutche Bank, 2005; Post & Byron,
2015; Wilshire, 2013; Azeez, 2015 など）。②から④までのサプライチェーンにおける社会・環
境への取組と財務パフォーマンスとの関係についての実証研究は多くないが、Wang & Sarkis
（2013）が米国企業 411 社を対象とした実証研究において社会・環境パフォーマンスは 2 年後の




例えば、日本の 2009 年の衣料品廃棄物の排出量は 94.2 万トンであり、そのうちリサイクル率
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事例とする調査がある。これによると、回収した繊維を売却した場合には 1 トン当たり USD








































































































































４）2012 年のガーデアン誌によるとＨ＆Ｍは年間 550 百万着の衣類を販売している。
https://www.theguardian.com/business/2012/apr/07/hennes-mauritz-h-and-m（2016 年 10 月 11 日
確認）Ｈ＆Ｍ（2015b）によると回収したのは 3 年間で 32,000 トンであり、これはＴシャツ換算で 1
億着に相当するから、回収率は 10％以下と推測される。
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